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Ⅰ 研究主題設定の理由 

高等学校学習指導要領・科目「体育」では「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続す

る資質や能力を育てる」ことが目標として示されている。しかし、豊かなスポーツライフにつ

ながる資質や能力の育成が十分に図られていない現状があると考える。平成 27 年度東京都児

童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査(平成 27 年 11 月)1によると、「運動やスポー

ツをもっとしたいと思いますか。」という質問項目に対し、高等学校全日制課程第３学年男子の

生徒が約２割、定時制課程第４学年男子の生徒は約４割近くの生徒が「あまり思わない」「思わ

ない」と回答している。また、男女ともに小学校段階から、学年が上がるにつれてその割合は

増加傾向にある。更に、日曜日の運動やスポーツの実施に関する質問においても、全日制課程

第３学年男子では約５割以上、定時制課程第４学年男子では８割以上の生徒が実施していない

と回答しており、自ら運動に親しもうとする意欲に乏しいことが推察される。本研究では、こ

のような点を高等学校体育における課題と捉えて研究する必要があると考えた。 
生徒が主体的に運動を続けていく資質や能力を身に付けるためには、できないことができる

ようになるといった経験を積み重ね、運動する喜びや楽しさ、達成感を味わうことが重要であ

る。また、仲間とともに課題を発見し、解決するための工夫・改善を図る学習を積み重ねるこ

とにより、思考力が高まり、主体的に運動に取り組む態度が育成されると考えた。 
「思考力」に関しては、次期学習指導要領改訂に向けて示された「21 世紀型能力」2におい

ては、児童生徒の育成すべき力の中核として重視されている。そして、学習指導要領「総則」

第５款５(１)で、生徒の思考力、判断力、表現力等を育む観点から、言語活動の充実を図るこ

とが示されている。言語活動を深めていくためには、言語に関する基礎的な知識及び、他者と

交流するためのコミュニケーション能力や自ら進んで他者と接するような主体性など様々な資

質・能力が必要である。 
本研究では、効果的に思考力を高めるためには、生徒が目標（課題）を発見し、解決するた

めの学習の過程を繰り返し行っていくことが重要であると考えた。特に、学習活動を適切に評

価（振り返り）することと、課題発見・解決を仲間との関わり合いの中で行うことに着目した。

そこで、毎時間の学習活動に「ＰＤＣＡサイクル」を取り入れ、仲間との対話の活性化を図る

とともに、学習に発展性や連続性を持たせることで、深い学び、対話的な学び、主体的な学び

を実現できるのではないかと考えた。知識や技能はもとより、「思考力」や「コミュニケーショ

ン能力」等の豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成を目指し、本主題を「主体的・

協働的な学習におけるＰＤＣＡサイクルを活用した授業の工夫」と設定した。 
 

                                                  
1  平成 27 年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査(平成 27 年 11 月) p34,p29 
2 「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」 p1 国立教育政策研究所(平成 25

年 3 月) 

研究主題 
主体的・協働的な学習におけるＰＤＣＡサイクルを活用した
授業の工夫 

～豊かなスポーツライフを目指して～ 
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Ⅱ 研究の視点 

１ 「体育」における「21 世紀型能力」 

 「21 世紀型能力」とは、変化の激しい社会を生き抜く力として検討されたもので、「基礎力」、

「思考力」、「実践力」が示されている。中核に、一人一人が、自ら学び判断し自分の考えを持

って、他者と話し合い、考えを比較吟味して統合し、よりよい解や新しい知識を創り出し、さ

らに次の問いを見つける力として「思考力」が位置づけられている。思考力を支えるのが「基

礎力」であり、思考力の使い方を方向付ける「実践力」が最も外側に位置付けられている。ま

た、問題を解くために必要な思考力、問題を解いた後に新しい疑問やアイデアを考える思考力

や、問題の解き方を振り返って次の機会に活かす思考力の獲得が大切であり、特に、知ってい

ることを答えとして当てはめるのではなく、他人と

考えを合わせて導き出し、新しく答えを提案できる

力とされている。 

本研究では、体育における「21 世紀型能力」を、

思考力は「課題発見・解決力、表現力、創造性、予

測・判断力」、基礎力を「体力、知識、態度、言葉、

基礎技能、情報処理スキル」、実践力を「主体性、コ

ミュニケーション能力、運営力、自己肯定感」と捉

えた。その中でも、「生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを継続する資質や能力の育成」を図るために、

高等学校段階で育成する能力として「思考力」に着

目して研究を進めた。 

２ ＰＤＣＡサイクルを活用した学習活動 

 本研究では、授業において、できないことができるようになった等の成功体験の積み重ねに

より、生徒が主体的に学習し自己肯定感（実践力）を向上させることができると考えた。生徒

の意欲・関心を高めるため、授業のねらいを明確に示し、指導と評価の一体化を図る必要があ

る。そのための手段として、毎時間の授業に「Ｐｌａｎ（計画）：目標設定」、「Ｄｏ（実行）：

試行錯誤」、「Ｃｈｅｃｋ（評価）：自己・他者、グループ、教員」、「Ａｃｔｉｏｎ（改善）：新

しい課題発見」（ＰＤＣＡサイクル）を取り入れた。 

その際、個人とグループの課題解決のためのＰＤＣＡサイクルが同時に展開されるようにし、

単元全体を通して連続性をもって展開されるよう、「ねらい」や「評価」を視覚的にとらえるこ

とができる学習カードの活用についても研究していく。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

保健体育の目標を達成するためには、主体性・コミュニケーション能力・運営力・表現力・

自己肯定感等の「実践力」が必要である。この「実践力」を向上させるためには、思考力の育

成が不可欠である。 

「主体的・協働的な学習の中で、効果的なＰＤＣＡサイクルを行うことで、生徒自ら、課題発

図 21 世紀型能力
「社会の変化に対応する資質や能力を育成する
教育課程編成の基本原理」より 
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見・解決をすることにより思考力が向上し、実践力につながる」と仮説を立てた。 

 

Ⅳ 研究の方法 

１ 主体的・協働的な学習 

 ペアやグループで学習する場面を意図的に展開させる。単元の前半はペア学習を行い、後半

はグループ学習に移行する。 

 本研究では、生涯にわたって豊かなスポーツライフを送るためには、学校体育の授業におい

て「達成感」、「成功体験」や「運動する楽しさ」、「仲間と関わる楽しさ」などを味わうことが

大切であると考えた。  

 生徒一人一人が、課題を明確に持ち、意欲的に授業に取り組み、他者と学び合う中で言語活

動や表現活動を活発に行い、多様な考え方があることを理解するとともに、考え方の幅を広げ

る学習が不可欠である。 

主体的・協働的な学習では、仲間と課題を発見・解決する過程で、考えを共有したり、自分

との共通点や相違点に気付いたり、新たな発見を通して、思考を整理する活動を展開する必要

がある。その過程で自分の知識や考え方の幅を広げ、仲間と同じ目標に向かって努力し、「で

きた」という達成感や喜び、楽しさを共有することで、豊かな感性や主体性とともに、場や相

手に応じて対応できる力や自律性・社会性を身に付けることができると考え、学びの場の設定

等も含め研究した。 

２ 指導計画と指導方法（ＰＤＣＡサイクルを意識した学習カード） 

種目は、科目「体育」単元「球技」のネット型「バドミントン」とベースボール型「ソフト

ボール」を取り上げる。 

学習の見通しをもたせ、主体的な活動ができるよう、単元の学習目標と学習計画、評価規準

と評価計画を生徒に明示し、説明する。 

生徒が、主体的・協働的な学習の積み重ねを連続的に行う手段としてＰＤＣＡサイクルを意

識した学習カードを作成し、自己肯定感を向上させていく。本カードは、生徒の実態に応じて

各学校で学習カードの様式を柔軟に変更できるものを提案する。 

３ 生徒の授業や運動に対しての意識調査の実施と検証 

 単元の前後に生徒にアンケート調査を実施する。その結果から得られたデータを、①運動の

意識、②運動の知識、③協働的な活動の評価、④ＰＤＣＡサイクルの評価、⑤思考力、⑥主体

性の六つの観点から比較・分析し、検証する。また、学習カードの記載内容、評価、授業記録

等を分析し、総合的に検証する。アンケートの実施対象は、ソフトボール 190 名、バドミント

ン 37 名である。 
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Ⅴ 研究の内容 

１ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体テーマ 思考力・判断力・表現力等を高めるための授業改善 

高校部会テーマ 「思考力」、「基礎力」、「実践力」を育むための主体的・協働的な学習  

の指導の在り方 

研究の方法 

①ペアやグループを作り、課題解決学習に取り組ませ、言語活動を活発に行わせる 

②ＰＤＣＡサイクルを意識した学習カードを活用し、連続性のある協働的な学習を行う 

③授業前と授業後のアンケートを実施し、授業や運動に対しての意識調査を行う 

④データ（アンケート、学習カードの記載内容、評価、授業記録）を分析し、検証する 

保健体育の目標 

心と体を一体として捉え、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を通して、

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のため

の実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を育む態度を育てる。 

〈現状と課題〉 

・生涯にわたって運動に親しむ資質や能力不足          

・運動する子とそうでない子の二極化・体力の低下         

・生徒の運動に対する内発的動機づけが不十分           

・生徒の学習意欲を高めるためには指導と評価の一体化が必要   

・コミュニケーション能力の不足 

〈目指す授業像〉 

・生徒が主体的に参加し、課題発見・解決する楽しさを味わせる授業 

・指導と評価が一体化された授業 

高校保健体育部会主題 

『主体的・協働的な学習におけるＰＤＣＡサイクルを活用した授業の工夫』 

～豊かなスポーツライフを目指して～ 

仮  説  

「協働的な学習を通して、効果的な PDCA サイクルを活用し、 

生徒自ら、課題発見・解決をすることにより思考力が向上する」 

 

運動に親しみ、将来豊かなスポーツライフを継続する資質や能力が育成される 

        「体力・知識・態度・言葉・基礎技能・情報処理スキル」を知り、活用する 

       

仲間と協力しながら、スパイラル状に、よりよい解や新しい知識を創り出し、

更に次の問いを見付ける力が向上する 

 

 

 

 

 

「主体性・コミュニケーション能力・運営力・自己肯定感」が向上する 

→豊かなスポーツライフの実現 

基 礎

思 考

実 践

Plan 
計画 

（目標設定） 

Do 
実技 

（試行錯誤）

Check 
評価 

（自己・他己）

Action 
改善 

（新しい課題発見） 
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２ 検証授業 

実践事例１  保健体育 ３年次 

（1）単元名   領域「球技」ネット型「バドミントン」 

（2）単元の目標

ア 状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空間を作りだ

す攻防を展開できる。

イ 運動に主体的に取り組むとともに、フェアなプレーを大切にしようとすること、役割を

積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすること

などや、健康・安全を確保することができる。

ウ 技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の運営の仕方などを

理解し、チームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できる。 

（3）単元及び学習活動に即した評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準

・バドミントンの特性に

関心をもち、楽しさや喜

びを味わう。

・ペアやチームにおける

自分の役割を自覚して、

その責任を果たし、合意

形成に貢献している。

・互いに協力して進んで

練習やゲームに取り組も

うとする。

・勝敗に対して公平な態

度をとろうとする。

・練習場などの安全を確

かめ、健康・安全に留意

して練習やゲームをしよ

うとする。

・自分やペア、チームの

能力に応じた課題を設定

し、その課題を解決する

ための適切な練習方法を

選んだり、見付けたりす

ることができる。

・自分やペア、チームの

目標と成果を検証し、課

題を見直している。

・作戦などの話し合いの

場面で、合意を形成する

ための調整の仕方を見付

けている。

・自己や仲間の体調に応

じた活動の仕方を選んで

いる。

・生涯にわたって楽しむ

ための自己に適した関わ

り方を見付けている。

・各ストロークなどの技

能を高め、新たに身に付

けた技能で空間を作りだ

すなどの攻防を展開する

ことができる。

・相手に対応した動きや、

仲間と連携した動きがで

きる。

・バドミントンの技術な

どの名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙

げている。

・バドミントンに関連し

た体力の高め方につい

て、学習した具体例を挙

げている。

・課題解決の方法につい

て、理解したことを言っ

たり書き出したりしてい

る。

・競技会の仕方や、審判

の方法について、学習し

た具体例を挙げている。

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

①主体的に練習やゲーム

に取り組み、楽しもうと

している。

②自己やペア、チームの

課題解決に向けて話し合

いに貢献し、練習方法や

作戦を点てようとしてい

る。

③審判の判定や指示に従

おうとしている。

④健康、安全に注意しよ

うとしている。

①練習やゲームから自分

やペア、チームの課題を

設定し解決方法を選んだ

り、見付けたりしている。

②結果や成果から自分や

ペア、チームの課題の見

直しをしている。

③話し合いの場面におい

て、合意形成に向け調整

しようとしている。

④体調に応じた活動の仕

方を選びながら、楽しさ

を味わい、生涯にわたっ

て楽しむ関わり方を見付

けている。

①各ストロークやサービ

スを正確に打つことがで

きる。

②空間を作りだすなどの

攻防ができる。

③ゲームの中でペアと連

携をとってプレーができ

る。

①各ストロークの名称や

打ち方について具体例を

挙げている。

②バドミントンに必要な

体力について具体例を挙

げている。

③バドミントンの技能を

高める練習方法につい

て、具体例を挙げている。

④ルール、審判法やゲー

ムの運営の仕方につい

て、具体例を挙げている。
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（4）指導と評価の計画

時間 具体的な学習活動 関 思 技 知 評価方法 

は
じ
め

第１時

○ねらい

単元の見通しをもち、学習カードの使い

方を理解する。

○活動 オリエンテーション

・学習内容の確認、種目の特性について

・学習のねらいや進め方、学習カードや用

具の使い方を知る

④ ①
観察

学習カード①

な
か

第２時

○ねらい

ペアの活動を通じ、バドミントンの技能

の確認及び自己の課題の把握、技術の向

上のための課題解決方法を工夫するこ

とができる。

○活動 ペア練習

・サービスや各ストロークの練習

・ハイクリア、ドロップ、ヘアピン、プッ

シュ、スマッシュの練習

・ラリーゲーム

① ①

観察

学習カード①
第３時

（本時） 

○ねらい

ペアの活動を通じ、シングルスのルール

や戦術を理解し、課題の発見や解決方法

を考えることができる。

○活動 シングルス

・シングルスのルール・戦術の確認

・シングルスの条件付きゲーム

① ③

第４時

○ねらい

ペアの活動を通じ、ダブルスのルールや

戦術を理解し、課題の発見や解決方法を

考えることができる。

○活動 ダブルス

・ダブルスのルール・戦術の確認

・試しのゲーム

練習したことをゲームで確認する

② ③

第５時

○ねらい

チーム活動を通して、「勝つこと」を目標

に、互いに協力して、チームでの課題を

発見し、解決方法を考えることができる

ようになる。

○活動 チーム活動

・チーム内で技術練習

・チーム内でダブルスやシングルスゲーム

②
②

④

観察

学習カード②

ま
と
め

第６時

第７時

第８時

○ねらい

チームで、試合の結果から課題を発見

し、協力して解決する方法を考えること

ができるようになる。

○活動 まとめのゲーム

・互いに審判や得点係をしながら団体戦で

ゲーム（ダブルス、シングルス）

○振り返り （アンケート）

③ ④ ③
観察

学習カード②

※学習カード①…ペアワーク用 ※学習カード②…チームワーク用
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（5）本時（８時間扱いの第３時間目）

ア 本時のねらい

・練習やゲームに主体的に取り組み、楽しみながら課題を発見し、解決することができる。

（関心・意欲・態度）

・バドミントンの技能の確認と自己の課題の把握、技術の向上のためにペアによる課題解

決方法の工夫を、具体例を挙げてできるようになる。（知識）

イ 本時の展開

時
間学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価規準と方法

導 

入

５ 

分

・整列、挨拶、出欠及び健康

状態の確認

・本時のねらいや学習内容を

理解する

・準備運動、補強運動

・生徒の出欠状況、健康状

態を確認する。

・これまでの学習を振り返

りながら、本時のねらい

を伝える。

・けが予防のために準備運

動をしっかり行わせる。

展 
開

 

35 

分

・ペア、学習カードの確認

・前時の復習

各ストロークの確認

 

・シングルスのルールの説明

ルールにのっとって、ペ

アでシングルスのラリー

を行う。

・シングルスの戦術の説明

戦術を意識して、ペアで

シングルスのラリーを行

う。

 

・シングルスゲーム

他のペアとシングルスゲ

ームを行う。（３分間ず

つ）

・学習カードに本時のねら

いなどを記入させる。

・ペアごとでフォームなど

課題を探し、練習を工夫

させる。

 

・できない生徒には声掛け

をするが、できるだけ生

徒間で教え合いができる

よう学習カードのチェッ

ク表を活用する。

・話合いや、学習カードに

記入する時間をとる。

 

・他のペアとシングルスの

ゲームを行い、ペアで課

題を発見し解決方法を考

えさせる。

【関心・意欲・態度】

①主体的に練習や

ゲームに取り組み、

楽しもうとしてい

る。 

（観察）

 

【知識・理解】 

③バドミントンの

技能を高める練習

方法について、具体

例を挙げている。

（観察・学習カー

ド） 

ま
と
め

５

分

・整理運動

・本時のまとめ

・次時の連絡

・本時のねらいを振り返り、

生徒の意見を聞きながら

まとめをする。

・次時の課題などを説明す

る。

ねらい１：シングルスのルールや戦術を理解する。

ねらい２：シングルスのゲームから自分やペアの課題を見付け、解決方法を考える。
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ウ 本時の工夫

バドミントンの特性を下記の表のように捉え、授業計画を行った。また、ペアを固定して、

各自の課題をペアで解決することができるよう、学習カードのチェック表を活用する。チェ

ック項目に挙げている技術や課題の解決方法などの会話や観察、質問を多くさせる場を設定

し、自己評価とペアの評価をする。

基本的なストロークは、前時に確認し、課題を発見し解決するための練習を行っている。

シングルスのルールとしてコートの大きさ、サービスを打つ位置、サービスの打つ時の注

意点を確認した。また、戦術として、①空いている所に打つ②フットワークを使う（ポイン

ト：常に前を向く）③スマッシュ④フェイント（強弱、前後、左右）の４点をホワイトボー

ドに示し説明した。上記のルール及び戦術は学習カードのチェック項目に挙げ、ペアに評価

させ課題として把握する。

機能的特性 構造的特性 効果的特性 

ラリーを続ける楽しみの他に、戦

術行動の理解が高まれば、個々の

実力を合わせた以上の力を発揮

することができる運動である。技

能や戦術の向上に伴うゲームの

質的な高まりに楽しさを味わう

ことのできる運動である。

ネットを挟んでボールを打ち合

い、一定の得点に早く到達するこ

とを競う競技である。

敏捷性、瞬発性、巧緻性、持

久力、調整力、協力、公正、

責任

（6）学習カード

単元や授業のねらい、評価規準等がいつでも確認できるように明記した学習カードを活用

し、毎時間の授業の中で、「Pｌａｎ（目標設定）、Ｄｏ（試行錯誤）、Ｃｈｅｃｋ（自己・他

者・グループ・教員）、Ａｃｔｉｏｎ（新しい課題発見）」を行う。また、前時に見つけた課

題を解決することを目標にして、単元を通して関連付けて学んでいく。そのため、知識・技

能について自分の課題や、仲間の課題を見付け、その解決方法を導き出すために考えること

ができるようチェックポイントを明確にした。さらに、自己・他者・教員からの評価が見と

れるよう評価欄を設けた。

 授業では、１ページ目にある毎時の目標やねらいを常に確認し、毎時の授業中に目標を確

認し、取り組むことができる。（※１） 

 ３時間目では、シングルスのルールや戦術の確認・実施をペアで取り組み、見付けた課題

や解決方法を話し合い記入するようにしている。話し合う内容や確認事項が明記されている

ため、運動が苦手な生徒もペアの課題を見付け伝えることができていた。（※２）
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【バドミントン学習カード（１ページ目）】（※１）

【バドミントン学習カード（３時間目）】（※２）

1 2 3 4 5 6 7 8

チ
ー

ム
で

試
合

の
結

果
か

ら
課

題
を

発
見

し
、

協
力

し
て

解
決

す
る

方
法

を
考

え
る

③

団
体

戦
③

お
互

い
に

審
判

や
得

点
係

を
す

る
。

４
　

３
　

２
　

１

チ
ー

ム
で

試
合

の
結

果
か

ら
課

題
を

発
見

し
、

協
力

し
て

解
決

す
る

方
法

を
考

え
る

①

団
体

戦
①

お
互

い
に

審
判

や
得

点
係

を
す

る
。

４
　

３
　

２
　

１

チ
ー

ム
で

試
合

の
結

果
か

ら
課

題
を

発
見

し
、

協
力

し
て

解
決

す
る

方
法

を
考

え
る

②

団
体

戦
②

お
互

い
に

審
判

や
得

点
係

を
す

る
。

４
　

３
　

２
　

１

チ
ー

ム
内

で
課

題
を

発
見

し
、

解
決

方
法

を
考

え
る

チ
ー

ム
内

課
題

練
習

チ
ー

ム
内

練
習

試
合

４
　

３
　

２
　

１

ペ
ア

と
一

緒
に

シ
ン

グ
ル

ス
の

ル
ー

ル
や

戦
術

を
理

解
す

る
シ

ン
グ

ル
ス

の
ル

ー
ル

・
戦

術
確

認
タ

ス
ク

ゲ
ー

ム
４

　
３

　
２

　
１

ペ
ア

と
一

緒
に

ダ
ブ

ル
ス

の
ル

ー
ル

や
戦

術
を

理
解

す
る

ダ
ブ

ル
ス

の
ル

ー
ル

・
戦

術
確

認
試

し
ゲ

ー
ム

４
　

３
　

２
　

１

単
元

の
見

通
し

を
持

ち
、

学
習

カ
ー

ド
や

用
具

の
使

い
方

を
知

る
授

業
の

ル
ー

ル
確

認
。

学
習

内
容

の
確

認
、

種
目

の
特

性
、

学
習

ね
ら

い
や

進
め

方
の

確
認

４
　

３
　

２
　

１

自
己

や
ペ

ア
の

課
題

を
見

つ
け

解
決

方
法

を
考

え
る

サ
ー

ブ
や

各
ス

ト
ロ

ー
ク

練
習

ハ
イ

ク
リ

ア
・

ド
ロ

ッ
プ

・
ヘ

ア
ピ

ン
・

プ
ッ

シ
ュ

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

練
習

タ
ス

ク
ゲ

ー
ム

４
　

３
　

２
　

１

活
動

計
画

表
※

毎
授

業
後

に
目

標
到

達
度

を
○

で
囲

も
う

。

目
標

主
な

活
動

内
容

目
標

到
達

度
※

Ⅱ

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

は
い

い
い

え

（
　

　
）

月
（

　
　

）
日

練
習

を
し

て
ペ

ア
に

課
題

を
見

つ
け

て
も

ら
お

う

③
課

題
発

見
ペ

ア
が

チ
ェ

ッ
ク

す
る

ペ
ア

と
一

緒
に

シ
ン

グ
ル

ス
の

ル
ー

ル
や

戦
術

を
理

解
す

る

学
習

カ
ー

ド
①

　
【

個
人

用
】

　
　

　
年

　
　

　
組

　
　

　
番

　
氏

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

・
空

い
て

い
る

前
後

の
ス

ペ
ー

ス
に

打
ち

分
け

ら
れ

る

①
本

時
の

目
標

・
空

い
て

い
る

左
右

の
ス

ペ
ー

ス
に

打
ち

分
け

ら
れ

る

・
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

使
っ

て
シ

ャ
ト

ル
を

追
っ

て
い

る

・
コ

ー
ト

の
奥

ま
で

ク
リ

ア
を

打
て

る

②
ペ

ア
の

名
前

　
　

　
年

　
　

　
組

　
氏

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
.

・
チ

ャ
ン

ス
が

来
た

ら
果

敢
に

ス
マ

ッ
シ

ュ
が

打
て

る

⑥
先

生
か

ら
コ

メ
ン

ト

・
フ

ェ
イ

ン
ト

を
使

う
こ

と
が

で
き

る

④
課

題
解

決

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

練
習

方
法

を
ペ

ア
と

考
え

よ
う

・
サ

ー
ビ

ス
の

場
所

が
わ

か
る

・
サ

ー
ブ

を
打

つ
際

、
シ

ャ
ト

ル
の

高
さ

は
ろ

っ
骨

よ
り

下
で

あ
る

⑤
評

価

本
時

の
目

標
を

達
成

で
き

た
か

ペ
ア

に
評

価
し

て
も

ら
お

う
。

で
き

た
　

　
４

　
　

３
　

　
２

　
　

１
　

　
で

き
な

か
っ

た

− 9 −



実践事例２ 保健体育 １学年 

（1）単元名 領域「球技」ベースボール型「ソフトボール」 

（2）単元の目標 

ア 仲間と協力し、チームの中で自己の責任を果たしながら、健康・安全に留意して自主的

に活動できる。 

イ 自己や仲間、チームの課題を発見する中で、課題解決に向けて工夫をしたり、チーム内

で適切に関わろうとしたり、作戦を立てられるようにする。ソフトボールへの自己の関

わり方を見つけている。 

ウ 安定したバット操作及びボール・グローブの操作と、連携した守備ができる。 

エ ソフトボールの基本的な技能や、運動観察の方法、ゲームの行い方を理解している。 

（3）単元および学習活動に即した評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

①ソフトボールの授

業を自主的に取り

組もうとしている。 

②フェアなプレイを

大切にし、健康・安

全を確保している。 

③作戦などの話し合

いに貢献し、自己の

責任を果たそうと

したり、互いに助け

合い、教え合おうと

している。

①自己やチームに有

効な練習方法を選

択したり、相手チー

ムの特徴を踏まえ

た作戦を選んでい

る。

②合意を形成するた

めの適切なかかわ

り方を見つけてい

る。

③体調に応じた練習

方法を選んだり、ソ

フトボールを継続

的に楽しむための

関わり方を見つけ

ている。

①攻防を展開するた

めの安定したボー

ル操作ができる。

②攻防を展開するた

めの安定したバッ

ト操作と走塁での

攻撃ができる。

③連携した守備がで

きる。

①技術の名称や行い

方について学習し

た具体例を挙げて

いる。

②ソフトボールに関

連した体力の高め

方や、運動観察の方

法について言った

り書きだしている。

③試合の行い方につ

いて学習した具体

例を挙げている。

学
習
活
動
に
即
し
た
具
体
的
な
評
価
規
準 

①授業のねらいを理

解し、自主的に授業

に参加できる。

②ルールやマナーを

大切にし、健康や安

全に留意して活動

ができる。

③チームでの話し合

いに参加し、助け合

ったり教え合いな

がら自己の責任を

果たそうとしてい

る。

①自分や仲間の課題

を発見し、解決する

ための練習方法や

作戦を選んでいる。

②課題を解決するた

めの話合いで、適切

にかかわることが

できる。

③体調に応じて活動

内容を選び、次年度

以降もソフトボー

ルを楽しむ関わり

方を見つけている。

①安定したボール操

作とグローブ操作

ができる。

②ボールに合わせて

巧みにバットで打

ち分けられる。

③連携したり、場面に

応じた守備ができ

る。

①技術の名称や行い

方を理解している。

②ソフトボールの体

力の高め方や運動

観察の方法を言っ

たり、書き出してい

る。

③試合の行い方を理

解し運営できる。
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（4）指導と評価の計画 

時間 具体的な学習活動 関 思 技 知 評価方法 

は
じ
め 

第１時 

○ねらい

キャッチボールとグローブの使い方が分かる。 

学習カードの使い方がわかる 

○活動 基礎練習 

キャッチボールとグローブの使い方 

①  ①
観察 

学習カード 

第２時 

○ねらい

バッティングの方法が分かる。 

○活動 基礎練習 

キャッチボール   バッティングの方法 

T バッティングゲーム（止まっているボールを打

って、１塁まで走る。） 

② ②
観察 

学習カード 

な
か 

第３時 

○ねらい

ボールに合わせて巧みに打ち分けられる。 

○活動 基礎練習 

キャッチボール  バットコントロール 

バッティングゲーム（投げられたボールを打っ

て、１塁まで走る、１塁でアウトを取る。） 

③ ② ① 
観察 

学習カード 

第４時 

○ねらい

場面に応じた守備ができる。 

○活動 チーム分け（７人グループ）チーム練習

バッティングゲーム（投げられたボールを打っ

て、２塁まで走る。場面に応じて投げる場所を判

断する。） 

 ① ③
観察 

学習カード 

第５時 

○ねらい

簡易試合ができる。 

○活動 チーム練習

スキルテスト・ピッチング（フォームとストライ

クゾーンへのピッチング） 

バッティングゲーム（投げられたボールを打っ

て、２塁まで走る。場面に応じて投げる場所を判

断する。） 

① ③ 
スキルテスト

学習カード 

第６時 

（本時） 

○ねらい

守備の基本的な動きができる。 

○活動 チーム練習 

チーム練習 

ローテーションゲーム（時間制、攻撃１、守備１、

話合い１チーム） 

② ③
観察 

学習カード 

第７時 

○ねらい

ゲームを分析してチーム力を上げる。 

○活動 スキルテスト、チーム練習

スキルテスト・バッティング（３方向への打ち分

け） 

ゲーム（攻撃１、守備１、審判・観察１チーム）

＊観察では守備について分析する 

② ③
スキルテスト

学習カード 

第８時 

○ねらい

ゲームを分析してチーム力を上げる。 

○活動 チーム練習

ベースカバーとバックアップ 

ゲーム（攻撃１、守備１、審判・観察１チーム）

＊観察では攻撃について分析する。 

② ③
観察 

学習カード 

ま
と
め

第９時 

○ねらい

状況に応じた攻防ができる。 

○活動 チーム練習 

ゲーム（攻撃１、守備１、審判１チーム） 

 ③  ③ 
観察 

学習カード 
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（5）本時（９時間扱いの第６時間目）

ア 本時のねらい

・グループごとに学習カードに書かれた前時の課題を解決できるように工夫する。 

（思考・判断） 

・セカンドとショートがベースのカバーをしながら守備をする動きを理解し、実践できる

ようにする。（技能） 

イ 本時の展開

時

間
学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価規準と方法

導

入

５

分

・整列、挨拶、出欠の確認

・本時のねらいを理解する

・準備運動

・整列し体育科係の号令で挨拶させ

る。出欠をとりながら全員の健康

状態を確認する。

・本時のねらいを明確にし、生徒に

提示する。

・体育係が前に出てけががないよう

体操を行わせる。

展

開

35

分

・振り返り（学習カード）

・ウォーミングアップ

・セカンドとショートの説明

・ローテーションゲーム

攻撃１、防御１チームに

分かれ、５分でローテー

ションする。

守備が終わったらグルー

プで守備の話合いを行

う。

・学習カードでグループの前時の課

題を確認させる。

 

・グループの課題解決のためのアッ

プを工夫して行わせる。

 

・効果的に守備を行うためにはメン

バーのポジションをどう工夫す

ればよいか考えさせる。

・学習カードを用いて、技能のポイ

ントを振り返ったりして、課題を

明確にさせる。

 

【思考・判断】

②課題を解決するための話合

いで、適切にかかわることがで

きる。 

（観察・学習カード） 

【技能】

③連携したり、場面に応じた守

備ができる。 

（観察・学習カード）

ま

と

め

10

分

・片づけ

・学習カードの記入

・本時のまとめと次時の連絡

・全員で用具等を片付けさせ、ボー

ルなどが落ちていないようにさ

せる。

・グループで話し合い、振り返りを

させる。

・ねらいを理解し、達成できたか振

り返り、発問しながらまとめる。

ウ 本時の工夫

ソフトボールの特性を後述の表のように捉え、授業計画を行った。特に本時については、定

位置での守備に着目した。前回までのゲーム形式の活動を通して、効果的に守備をするために

はどうすれば良いのかという視点から、守備グループは打たれたボールをどこへ投げてアウト

を取るか声掛けをすることが必要であることを指導した。特に、セカンドとショートの動きを

ホワイトボードで示し、守備の動きの共通理解を図らせた。説明後、グループごとにメンバー

ねらい１：チームごとに課題解決のためのウォーミングアップを行う

ねらい２：守備の基本的な動きができる
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が適しているポジションはどこなのかを話し合わせてゲームを開始し、守備が終わったグルー

プはすぐに振り返りを行う。その際、学習カードを見直しながら、ねらいの達成についてコミ

ュニケーションを図るよう教員による声掛けを行った。 

機能的特性 構造的特性 効果的特性 

ボールをバットやグローブで操

作しながら攻防を繰り返し，一

定の回数内で相手チームより多

くの得点を競い合う楽しさや喜

びを味わうことのできる運動で

ある。 

身体やバットの操作と走塁での

攻撃、ボール操作と定位置での

守備から成る運動である。 

瞬発力、敏捷性、巧緻性、

持久力、責任、協力、公正 

（6）学習カード 

ア 個人カード 

授業のねらいや技能の評価基準を明記した学習カードを用いて、その時間のＰＤＣＡサイク

ルが行えるようにした。例示してある学習カードは、第１時間目に使用した学習カードである。 

評価においては、自己評価だけでなく仲間に評価してもらうことでコミュニケーションが多く

取れるようにした。また、自己の課題を解決できるように記入させて意識付けを行い、本時の

ねらいの達成度と自己の課題を解決できたかの振り返りを繰り返し、仲間と試行錯誤しながら

活動を行わせた。（※３）また、教員が一人一人にコメントを返し、授業の感想で多く記入され

ていたことについて授業の始めにフィードバックし、課題解決ができるように指導した。 

イ グループカード 

例示してある学習カードに授業のねらいを明示することで、目標を持って授業に取り組める

ようにした。また、その時間のグループの成果と課題を話し合って共有し、グループの課題を

解決するための練習方法を記入できるようにした。さらに、授業のねらいの達成とグループの

課題解決がどれだけ図れたかを話し合って記入させ、教員からグループへコメントが返せるよ

うにした。（※４） 

【ソフトボール（個人カード）１時間目】（※３） 
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【ソフトボール（グループカード）】※４ 

４校の検証授業を通して、以下の成果と課題が挙げられる。 

成果は、学習カードを活用し、授業のねらいを明確にすることと、ペアやグループのＰＤＣ

Ａサイクルを繰り返すことで、生徒は主体的に授業に参加し、コミュニケーションが活発に取

れるようになったことである。具体的には、学習カードを用いたペアやグループ内での声掛け

や、次にどうすれば良くなるかを考える話し合いが活発になり、中にはグループを超えてアド

バイスをする生徒の様子も見られた。また、単元が進むにつれ、より具体的な作戦や練習方法

に関する記載が増えた。 

一方、学習カードへの記入方法の説明や学習カードへ記入する時間を取ることにより、運動

量が減ってしまうことが課題として残った。生徒への指導内容や教具等を工夫し、説明時間や

記入時間を短縮することで運動量の確保をしていく必要があると考える。

３ 授業アンケート結果の比較・分析・考察

本研究では、領域「球技」のバドミントンを２校（37 名）、ソフトボールを２校（190 名）

計４校（227 名）で検証授業を行った。事前アンケート（以下、「事前」という。）を単元の１

時間目終了時、事後アンケート（以下、「事後」という。）を単元終了時に実施した。

 各設問については、事前１・２・５・６では「対象集団の特徴」、３では「運動の頻度」、４

では「授業の達成感」、７では「領域の知識」、８・９・10・では「授業中の主体的・協働的な

学習」、11・12・13 では「思考力」を、14 では「運動における健康・安全に関する姿勢」を調

査する質問とした。 

事後１では「運動の頻度」、２では「授業の達成感」、３では「領域の知識」、４・５・６・７・

８・９・15 では「授業中の主体的・協働的な学習」、10・11 では「学習カードの有効性」、12・

13・14・15 では「思考力」、16 では「運動における健康・安全に関する姿勢」、17 では、「主体

的・協働的な学習の影響」、18 では「生涯スポーツへの動機付け」を調査する質問とした。 
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○事前・事後アンケート項目一覧

項 目 事 前 事 後

対象集団の特徴 １・２・５・６ － 

運動の頻度 ３ １ 

授業の達成感 ４ ２ 

領域の知識 ７ ３ 

授業中の主体的・協働的な学習 ８・９・10 ４・５・６・７・８・９・15

学習カード － 10・11 

思考力 11・12・13 12・13・14・15 

健康・安全 14 16 

主体的・協働的な学習の影響 － 17 

生涯スポーツへの動機付け － 18 

○事前アンケート

【バドミントン】
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【ソフトボール】

○事後アンケート

【バドミントン】
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【ソフトボール】

（1）「対象集団の特徴」 

「運動は好きか」では、「思う」「非常に思う」が 80％であった。（図１）

「運動は得意か」では「思う」「非常に思う」が 37％であった。（図２） 

「バドミントン・ソフトボールはやったことはありますか」では、「はい」が 84％であった。

（図３） 

「バドミントン・ソフトボールは楽しいと思いますか」では「思う」「非常に思う」が 91％

であった。（図４） 

 以上のことから、運動が好きだが、得意でないと感じている生徒が多い。また、バドミント

ン・ソフトボールの経験があり、各種目に対し楽しいと思う生徒が多い。
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（2）「領域の知識」

 ソフトボール・バドミントン共に技能用語とルールの認知増加があった。生徒は、学習の中

で技能用語を理解し、基礎力を増加させたと推察される。

『バドミントン』（図５・６）

『ソフトボール』（図７・８）

（3）「健康・安全」 

 「自分の体調に配慮して授業に取り組んだか」では、

「思う」「非常に思う」が事前 86％であったが、事後

では 92％であった。（図９） 

 自己の体調を意識し学習活動を行っている生徒が 

増えた。 
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（4）「主体的・協働的な学習の効果」 

「体育の授業中に仲間と教え合うことはあるか」について、「思う」「非常に思う」が事前 73％

であったが事後 87％であった。（図 10）

「体育の授業中に仲間に意見を言えるか」について、「思う」「非常に思う」が事前 68％であ

ったが事後 80％であった。（図 11） 

「体育の授業中に仲間の意見を参考にしているか」について、「思う」「非常に思う」が事前

68％であったが事後 90％であった。（図 12） 

「練習方法や作戦をみんなで協力してたてているか」について、「思う」「非常に思う」が事

前 73％であったが事後 90％であった。（図 13） 

以上のことから、主体的・協働的な学習を通して、主体性が引き出され、主体性の向上が図

られた。 

また、「仲間と協力して課題を見つけられたか」について、「思う」「非常に思う」が 88％で

あった。 

「仲間と協力して課題を解決できたか」について、「思う」「非常に思う」が 88％であった。 

「仲間から出たいろいろな意見をまとめられたか」について、「思う」「非常に思う」が 80％

であった。 

「学校生活の中で、仲間に対して話しやすくなったり、意見が出やすくなったか」について、

「思う」「非常に思う」が 83％であった。（各図 14・15・16・17） 

以上のことから、主体的・協働的な学習を通して仲間とともに課題を発見し解決する学習過
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程が促された。また、主体的・協働的な学習を行うことによってその後の学校生活で、友人関

係を円滑にすることができる。

（5）「思考力」

「授業のねらいを理解して授業を受けているか」について、「思う」「非常に思う」が事前 73％

であったが、事後 90％であった。（図 18） 

「どうやったらうまくできるか考えながら取り組んだか」について、「思う」「非常に思う」

が事前 84％であったが、事後では 94％であった。（図 19） 

以上のことから、授業のねらいを理解して授業を受けた生徒が増え、思考することを意識し

て授業を受けた生徒が増えた。授業のねらいを明確にすることで、生徒が思考する学習内容が

焦点化された。また、生徒が仲間と協力しながら、自ら課題発見・解決をする過程で、どうや

ったらうまくいくか等、思考する場面が増加した。
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（6）「学習カードの有効性」 

「学習カードを利用して、仲間と話し合いができたか」（図 20）について、「思う」「非常に

思う」が 79％であった。また、「学習カードは課題発見・解決に役立ちましたか」について、「思

う」「非常に思う」が 84％であった。（図 21）

以上のことから、学習カードを活用することによってコミュニケーションの場が設けられ、

生徒の主体的・協働的な学習に有効であった。また、学習カードが生徒の課題発見・解決の一

助となった。

（7）「授業の達成感」 

 「体育の授業に達成感はあるか」について、事前では「思う」「非常に思う」が 74％であっ

たが、事後では 88％であった。（図 22） 

 「授業を通して新しい発見はあったか」について、「思う」「非常に思う」が 87％であった。

（図 23） 

以上のことから、生徒は今まで以上に授業に達成感を感じ、新しい発見をした。 

上記（4）（5）（6）（7）から、ＰＤＣＡサイクルを意識した学習カードを使い、課題発見・解

決を主体的・協働的な学習を通して行うことにより、生徒の思考する場やコミュニケーション

の場が確保される。生徒はその過程で思考力を向上させ、達成感を得るとともに、新しい発見

が生まれたと推察される。生徒は、達成感や新しい発見により、学びの喜びや楽しさを味わい、

主体的に学習する態度が育成された。 
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Ⅵ 研究の成果 

１ 主体的・協働的な学習による主体性や思考力の向上

生徒の主体的・協働的な学習を進めていくため、学習形態の工夫や授業における目標設定と

教員による働き掛けによる学習環境づくりを行った。

学習形態は、ペア学習からグループ学習へ移行していく形態を取り、生徒が対話していく人

数や内容を徐々に増やしていくことで、段階的に話合いが深化していくよう工夫を行った。そ

の結果、周囲との関わりが苦手な生徒も徐々に周囲と対話していく姿が見られ、ペア学習で学

んだことを参考にグループ学習の際に発言している姿などが見られた。

また、授業におけるグループ全体の共通目標を示すとともに、グループ編成の際に生徒一人

一人の技能に応じて均等になるよう配慮したり、全体の雰囲気づくりのため、教員による積極

的な声掛けをしたりするなどの働き掛けを行った。その結果、他のグループとの競い合いの中

で、グループの勝利という目標に向けて生徒同士による教え合い、学び合いといった場面が活

性化し、技能の向上が図れた。また、グループによる生徒の学習カードの記述において、「団結」

や「チームワーク」を課題と捉える生徒も見受けられた。授業が進むにつれ、連帯感が高まり、

仲間を積極的に応援する様子などが多く見られるようになった。応援を受け、プレーする生徒

が、喜びや楽しさを実感しながら活動している様子や、プレーがうまくいかなかった場合も、

仲間とのコミュニケーションのきっかけとなっていた。

学習カードの記載から、主体的・協働的な学習を通じて、生徒が個人の課題を振り返る機会

となり、「前後に打ち分けられるようになる」（バドミントン）、「バントを極めて試合で活躍を

する」や「守備位置を考える、送球の強化を目指す」（ソフトボール）など、個人の技能をゲー

ムでどのように生かすか等、作戦を考えながら活動する様子が伺えた。

２ 指導方法と指導計画

（1）ＰＤＣＡサイクルを活用した学習活動 

生徒がＰＤＣＡサイクルを活用した学習活動を行っていくため、学習カードを活用し、授業

のねらいや運動のポイント等を明確に示し、指導と評価の一体化と生徒同士の話合いの活性化

を図った。

その結果、授業の反省点を次回の課題へとつなげていく学習活動や、新たな課題につなげて

いく学習活動が効果的に行われた。課題が明確になったことで、練習内容やゲームにおける工

夫や改善などの取組が主体的に行われる場面が、単元の進行に伴い多く見られた。

ア 授業のねらいと運動のポイントの明確化

学習カードを用いて、毎時間の授業目標を生徒に示し、教員が考えている授業のねらいを生

徒に分かりやすく伝える工夫を行った。１時間の授業の中で、教員が生徒のどのような資質・

能力の育成を目指して授業内容を設定しているのか、またどのような点に着目して評価を行っ

ているのかを明確に示すことで、生徒の意欲向上と思考する機会の充実を図った。また、運動

のポイントを明示し、学習活動の振り返りや生徒同士による話合いの活性化を図った。

生徒が話合いの論点を明確にすることができたため、生徒の話合いが活発になり、学習内容

を深めることができた。学習カードによって確認事項が明確になっているため、運動に苦手意

識のある生徒が、運動を得意とする仲間に対してアドバイスをする場面も見受けられた。また、
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生徒自身が、技能で不足している部分などを学習カード内の運動のポイントを見て練習するな

ど、自ら考えながら活動する様子が見られた。特に、単元後半では、学習カードの記述に、授

業を通して新たに学習した言葉や用語などを活用した考察、反省がみられた。

以上のことから、ＰＤＣＡサイクルを活用した学習活動によって、生徒が知識を深めるとと

もに、思考する活動が深まった。

イ 評価を視覚的に捉える工夫

ＰＤＣＡサイクルを活発にさせるため、ペア学習用、グループ学習用それぞれの学習カード

において、評価に関する工夫を行った。単元序盤では、ペア学習用カードにて、ペアを組む仲

間からのコメント記入欄や仲間のスキルをチェックする項目を設けた。記入後、学習カードを

交換して相互の意見・評価などが参照できる形にした。また、単元後半のグループ学習では、

グループで１枚の学習カードを用いて、他のグループの分析や考察などを行い、グループ間で

の評価が行えるようにした。さらに、教員によるコメント記入欄を設け、生徒が１枚の学習カ

ードで、自己評価・仲間による評価・教員による評価を同時に確認できるようにし、意欲・関

心や自己肯定感を高めるとともに、思考する機会の充実を図った。

その結果、生徒が自らの課題と向き合いながら思考を重ねていき、克服していくことへの喜

びや楽しさを感じられる学習活動となった。授業の感想では、「最初に比べて実力が上がってい

るのが実感できた」「目標が達成できて良かった」「課題を発見し、練習をして克服する喜びを

味わうことができた」などの記述があり、意欲的な学習の積み重ねにより、「達成感」の向上に

つながった。

（2）単元計画における工夫

ソフトボール、バドミントンはともに、ペア学習（少人数）からグループ学習へ移行してい

く学習形態をとった。単元序盤のペアで学習したことを、単元後半のグループ練習やゲームが

主となる学習に活かせるようにした。グループ練習をした際、ペア練習で行った練習を取り入

れたり、ペア練習用学習カードを再度見直したりするなどの生徒の取組も見られた。

また、授業の中で、教員が生徒に対して一斉指導する時間を段階的に減らしていき、生徒同

士の教え合いや生徒自ら学習の要点を振り返りながら学習ができるようにした。その結果、単

元後半では主運動の時間がより多く取れた。

さらに、各運動種目におけるタスクゲームの回数やルール変更、使用用具の選択などを学校

や生徒の実態に応じた単元計画を立て、それぞれの生徒が課題発見しやすいよう工夫をした。

その結果、生徒は学習における課題の把握がしやすくなり、課題解決に向けて意欲的に取り

組むようになった。

Ⅶ 今後の課題 

１ 主体的・協働的な学習を活発化させていくための取組 

主体的・協働的な学習を活発化させていくためには周囲との関わりが苦手な生徒への配慮や

三年間を見通した学習計画が重要である。様々な学校や生徒の実態に応じ、生徒の人間関係に

対する配慮や、集団行動に困難を示す生徒への働き掛けなど、注意深く個々への対応を行って

いきながら学習を進めていく必要がある。具体的には、学習集団を編成する際の配慮や工夫、
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周囲になかなか話し掛けられないような生徒に対する教員による声掛けなどが挙げられる。ま

た、基礎的な知識や技能がある程度備わった上で主体的・協働的な学習を行っていくことによ

り、話合いによる活動がより活発化していくことが考えられる。検証授業においても、生徒の

中には知識や技能が備わるにつれて徐々に周囲に対して発言する機会が増えていく様子が見ら

れた。よって、基礎的な知識や技能の習得に課題がある生徒に対しては、教員が積極的に働き

かけ、集団内における個々の学習進度の差がなるべく生じないよう留意していくことが重要で

あると考える。 

以上の点から、三年間を見通した計画的な基礎力の向上とともに、主体的・協働的な学習を

段階的に発展させていくことが重要であると考えた。 

２ 個に応じた学習指導の工夫 
一人一人の学習を充実させるためには、生徒の発達・学習段階や学校の実態に応じたＰＤＣ

Ａサイクルを活用した学習活動と、学習カードの運用方法に検討が必要である。 
学習活動において、課題を克服していく過程には生徒一人一人に個人差があり、発達・学習

段階に応じた教員による働き掛けや工夫が必要となる。検証授業の中で、第一学年（入学年次)
の生徒は、高等学校最終学年（卒業年次）の生徒に比べ、新たな課題を創造することに難しい

点が多く、ＰＤＣＡサイクルの学習活動がうまく機能しなかった例も見られた。基礎的な学習

内容がある程度備わった上で、応用的な学習としてＰＤＣＡサイクルを活用していくことで、

学習活動としてより有効に機能すると考えられる。そのため、学習カードは、運動における基

礎的なスキルやルールに関する記載と自由記述欄の配分、個人で所有するかグループで１枚の

カードを共有するか等、グループ学習カードの活用方法の検討が必要である。 
３ 運動量の確保 

生徒同士の話合いなどの学習場面と、生徒が運動をする学習場面の授業内の配分時間が課題

として挙げられる。学習カードの活用により、生徒の言語活動の充実や思考力の向上は見られ

たが、単元全体における主運動時間の確保が課題となった。学習カードなどによる学習場面の

時間を確保しつつ、主運動を行う場面を充実させていくためには、教員による説明時間などの

一斉指導の場面と、生徒の学習場所への移動や準備などにかかる時間の短縮が必要である。具

体的な対策として、学校の施設・設備等の状況を最大限に生かした授業計画と、一斉学習の指

導場面を、段階的に生徒同士による教え合いなどの活動が主となる学習場面に移行していくこ

とが重要である。 
４ 思考力・判断力を見取るための工夫 

ＰＤＣＡサイクルを活用した学習活動によって、生徒が思考・判断していく場面を多く設定

した。その中で、思考力・判断力に関して、学習カードの記載事項や学習活動の観察によって、

生徒同士による相互評価と教員による評価を合わせて行えるよう工夫を行ってきた。しかし、

学習カードを中心とした思考力・判断力についての見取りでは、生徒の表現力や言語に関する

基礎的な知識に左右される点もあり、思考力や判断力が必ずしも十分に見取れていないのでは

ないかということが課題としてあげられた。 
今後、生徒の思考をより適切に見取るために、学習カードを介さず生徒に直接発言させてい

くような教員による発問の仕方や、ゲーム等において生徒がいかに思考し判断したかが観察か

ら分かるような具体的な観点項目の工夫などが必要である。 
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